
■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：渡良瀬川河川事務所】

『河川改修事業』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（1）洪水氾濫対策

①堤防整備等の加速化

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

栃木県、群馬県

堤防整備の状況
（桐生市相生町地先）

堤防整備のイメージ

高さや幅の不足

堤防未整備区間

整備後 河道掘削した
土砂などを
有効活用

■取組の概要

・堤防が整備されていない区間や、標準
的な堤防の断面形状に対して高さ又は
幅が不足している区間について、上下流
バランスを考慮しつつ、築堤を行う。

・堤防ののり面は、堤体内の浸透への安
全性の面で有利なこと、また除草等の維
持管理面やのり面の利用面からも緩や
かな勾配が望まれていること等を考慮し、
緩傾斜の一枚のりを基本とする。

・洪水の安全な流下の阻害となる恐れが
ある橋梁については、関係機関と調整の
上、架替を行う。

橋梁架替：中橋（渡良瀬川）
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■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：栃木県】

『河川激甚災害対策特別緊急事業』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（1）洪水氾濫対策

①堤防整備等の加速化
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利根川水系秋山川
栃木県佐野市

秋山川

■取組の概要

・令和元年10月の台風第19号により、栃木県管理区間の秋山川では、床上浸水1,411戸、床下浸水636戸の甚大な浸水被害が発生。

河川激甚災害対策特別緊急事業等により、河道掘削等を緊急的に実施し、早期に地域の安全性の向上を図る。



■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：群馬県】

『河川改修事業』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（1）洪水氾濫対策

①堤防整備等の加速化

■取組の概要

・現況河積が狭小となっている区間において、

沿川地域の治水安全度を向上させるため、現況

の自然環境を極力保全しつつ、築堤、護岸、掘削

等を実施。
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河道整備状況（山田川）

堆積土の状況（山田川） 河道整備イメージ

河道掘削

護岸整備



■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：佐野市、桐生市】

『排水施設の整備』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（2）内水氾濫対策

①都市浸水対策の強化

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

足利市、栃木市、みどり市、館林市、板倉町

■取組の概要

・雨水が雨水管を通り、川に流れるようになり大

雨による浸水被害を抑える。

・降雨強度は５０mm/hr（５年確率）を採用。

広沢排水区（桐生市）

東部14号雨水幹線（佐野市）
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（佐野市ホームページより）



直轄砂
防区域

三杉川

岩井分水路

赤岩橋

渡良瀬遊水地

栃木市

古河市

■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：渡良瀬川河川事務所】

『渡良瀬川上流域における直轄砂防事業』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（3）土砂災害対策

①いのちとくらしを守る土砂災害対策

■渡良瀬川上流域における直轄砂防事業【取組の概要】

・渡良瀬川上流部に位置する栃木県日光市及び群馬県みどり市・桐生市において、「い

のちとくらしを守る土砂災害対策」として、砂防堰堤等の整備を実施します。

・取組を実施することにより、豪雨等に起因する土砂災害リスクに対して、「いのち」を守

ることに加え、「くらし」に直結する基礎インフラを集中的に保全します。

・今後においては、土砂・洪水氾濫対策の検討を実施し、下流河川の氾濫をできるだけ

防ぐ・減らすための効果的な施設整備を実施します。

砂防堰堤の整備

・谷出口より下流の勾配の緩
い区間で広域に土砂と泥水
が氾濫

・上流域で斜面崩壊や土石
流等によって多量の土砂が
生産

・土砂災害警戒区域（イエロー
ゾーン）より下流で発生

・下流の河道を掃流状集合
流動・掃流砂、浮遊砂で流
下・堆積

・河床上昇・河道埋塞によって氾濫し
た土砂と泥水が保全対象に被害を及
ぼす
・土石流に比べ細かい粒径の土砂が
氾濫・堆積

土石流

土石流

土砂・洪水氾濫

土砂・洪水氾濫のイメージ

渡良瀬川上流域の直轄
砂防事業実施区域

砂防堰堤の整備例
（足尾砂防堰堤）

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

栃木県、群馬県 5



：主要な地点

：流域界

：大臣管理区間

：指定区間

：直轄管理ダム［目的］

：水資源機構管理ダム［目的］

：県管理ダム［目的］

：利水ダム［目的・管理者］

草木ダム

[FNAWIP]

松田川ダム

[FNW]

桐生川ダム

[FNWP]

庚申ダム[P]

高津戸ダム
[P]

黒坂石ダム[P]

■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：水資源機構、栃木県、群馬県】

▽ 平常時最高貯水位（常時満水位）

▽ 洪水時最高水位（サーチャージ水位）

洪⽔調節容量

利⽔容量

利水容量を一時的に使用

事前放流のイメージ図

【事前放流とは】
大雨となることが見込まれる場合に、大雨の時により多くの水をダムに貯められるよう、
利水者の協力のもと、利水のための貯水を河川の水量が増える前に放流してダムの
貯水位を低下させ、一時的に治水のための容量を確保するもの。

『利水ダム等における事前放流等の実施、体制構築』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（4）流水の貯留機能の拡大

①利水ダム等による事前放流の更なる推進（協議会の創設等）

■取組の概要
・ 既存ダムの有効貯水容量を洪
水調節に最大限活用するにあた
り、洪水調節容量を使用する洪
水調節に加えて、事前放流及び
時期ごとの貯水位運用により一
時的に洪水を調節するための容
量を利水容量から確保し、事前
放流等を実施する。
・ 渡良瀬川流域では、約1,855万
m3 の洪水調節可能容量について
治水協定を締結。

草木ダム
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［ ］
ダムの機能

F:洪水調節、N:流水の正常な機能の維持、
A:農業用水、W:上水道用水、I:工業用水、P:発電



■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：群馬県】

『利水ダム等における事前放流等の実施、体制構築』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（4）流水の貯留機能の拡大

①利水ダム等による事前放流の更なる推進（協議会の創設等）

■取組の概要
・ダムでの洪水調節機能を継続して発揮させて
いくため、長寿命化計画に基づき放流および取
水等の設備改良を実施し、ダム施設の信頼性を
確保していきます。

予備発電設備（７２時間対応への改良）

放流設備ゲート（水密ゴム更新）

７２時間未対応（令和２年度末）

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

水資源機構、栃木県

桐生川ダム
〇霧積ダム
位 置：桐生市梅田町４丁目
河川名：利根川水系桐生川
完成年：昭和５７年
目 的：Ｆ・Ｎ・Ｗ・Ｐ
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■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：桐生市】

『開発行為に対する流出抑制の指導』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（5）流域の雨水貯留機能の向上

①流域の関係者による雨水貯留浸透対策の強化

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村

栃木市、佐野市、太田市、館林市

■取組の概要

開発行為に対し、放流先の排水能力によりやむ
を得ず遊水池等を設置する場合は、次のとおり取
り扱っている。

（根拠法令：都市計画法第３３条第３号、都市計
画法施行令第２６条）
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桐生市での事例

流出抑制の取組として、工業団地の開発に伴い
雨水貯留施設を整備。施設規模としては
11195m3を貯留する。

区 分 規 程

0.1ha未満 設置義務なし。

0.1ha以上
0.5ha未満

５年確率降雨強度で算出された流出量を
３０分間貯留できる容量とする。

0.5ha以上
5ha未満

５年確率降雨強度で算出された流出量を
１時間貯留できる容量とする。

5ha以上
『防災調節池等技術基準（案）解説と設計
実例』（社団法人日本河川協会）による。



■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：森林整備センター】

『水源林造成事業による森林の整備・保全』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（5）流域の雨水貯留機能の向上

②森林整備、治山対策

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている市町村

群馬県
9

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見
込めない箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を
図る事業である。
・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁
茂を促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進していく。
・渡良瀬川流域における水源林造成事業地は、約32箇所（森林面積 約千ha）であり、流域治水に資する除間
伐等の森林整備を計画的に実施する。



■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：館林市】

『雨水浸透施設・宅地内の雨水貯留施設』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（5）流域の雨水貯留機能の向上

③雨水貯留浸透施設の整備

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

栃木市、太田市、桐生市

■取組の概要

・雨水浸透施設・宅地内の雨水貯留施設

館林市雨水貯留及び浸透施設設置補助金交

付要綱に基づき、対象者へ補助金の交付を

行っている。

対象施設は、専用住宅に設置するもので、口

径が３００ミリメートル以上で雨どいと接続してい

る雨水浸透桝３基以上の設置、又は容量２００

リットル以上の雨水貯留槽の設置としている。

雨水浸透桝

雨水貯留施設（タンク）
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■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：館林市、板倉町、みどり市】

『防災調節池の管理』

1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（5）流域の雨水貯留機能の向上

③雨水貯留浸透施設の整備

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

佐野市、桐生市

■取組の概要

国営総合農地防災事業渡良瀬川中央地区で

整備された遊水池の譲与を受け、維持管理を

実施している。

※仲伊谷田承水溝遊水池

遊水池設計容量 80,000m3

（ピークカット流量 3.473m3/s）

仲伊谷田承水溝遊水池
（館林市）
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みどり市での事例



■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：館林市】

『立地適正化計画の策定』

2.被害対象を減少させるための対策

（1）水災害ハザードエリアにおける土地利用・住まい方の工夫

①リスクが高い区域における立地抑制、移転誘導

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

太田市、邑楽町

■取組の概要

・立地適正化計画とは、従来の都市計画マス
タープランの土地利用計画に加えて、市町村が
居住機能や福祉・医療・商業等の都市機能の誘
導を行う計画である。

・人口密度を保ちながら、財政面及び経済面に
おいて、持続可能なまとまりのあるまちづくりを
推進することを目的としている。

・近年頻発・激甚化している自然災害に対応す
るため、居住機能や都市機能の誘導を行う区域
を災害リスクを考慮し設定している。

・居住誘導区域の設定にあたり、浸水想定区域
図（最大規模）における浸水深３ｍ以上の区域
及び家屋倒壊等氾濫想定区域を除外。
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■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：群馬県】

『危機管理・避難行動に特化した水位計や監視カメラの設置』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための充実

（1）土地の水災害リスク情報の充実

①水災害リスク情報空白地帯の解消

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

渡良瀬川河川事務所、栃木県
13

・対策の概要

近年頻発する局所的な豪雨による洪水により甚大な被害が発生しており、このような状況に対して危
機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの設置により、中小河川流域の安心安全の向上・危機管理体
制の充実、避難勧告の発令の適正化を図る。



■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：群馬県・佐野市】

『講習会等によるマイ・タイムラインの普及促進』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための充実

（2）避難体制等の強化

①マイ・タイムライン等の策定

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

渡良瀬川河川事務所、栃木県

■対策の概要

・マイ・タイムラインに関するホームページの開設
（佐野市）

住民に対し、水害への備えとして「マイ・タイムライ
ン」の作成を促すため、ホームページ内に特設ペー
ジを作成。

・マイ・タイムラインに関する講習会の実施(群馬県)

河川氾濫に関する群馬県減災対策協議会で「水
害リスクのある全ての住民にマイ・タイムラインを作
成してもらうための普及活動(説明会等)を行う。」こ
とを取組として位置づけ。

令和2年度には18市町の各1地区のモデル地区で

マイ・タイムライン作成講習会の実施、普及促進用
動画の作成。令和3年度以降はモデル地区以外へ
の展開を予定。

マイ・タイムライン講習会実施状況

マイ・タイムライン特設ページ
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■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：栃木県】

『小中学校における水災害教育を実施』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための充実

（2）避難体制等の強化

②防災教育

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

渡良瀬川河川事務所

■対策の概要

・水難事故についての説明を実施。また、実際

にライフジャケットを試着体験も実施。

水災害教育の実施状況 （栃木県）
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■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：渡良瀬川河川事務所、栃木県、佐野市】

『要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための充実

（2）避難体制等の強化

③要配慮者利用施設の浸水対策・土砂災害対策

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

流域市町、群馬県

■対策の概要

・要配慮者利用施設管理者向け避難確保計
画作成説明会

（佐野市・栃木県・宇都宮地方気象台・渡良瀬
川河川事務所）

４つの組織が連携して、実施避難確保計画作成
に関する説明会を実施。

・要配慮者・避難行動要支援者実務研修（栃木
県）

要配慮者・避難行動要支援者対策として、市
町の問題解決や留意点の習得を図ることを目
的に、県保健福祉課との共催により実施。

避難確保計画作成説明会

要配慮者・避難行動要支援者実務研修
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■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：桐生市、館林市】

『首長も参加したロールプレイング等の実践的な避難訓練の実施』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための充実

（3）関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化

①訓練の実施

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

足利市、板倉町

■対策の概要

・職員参集情報伝達及び災害対策本部会議訓
練（桐生市）

出水期を前に行う訓練として、災害発生時にお
ける職員の初動体制及び災害対策本部設置に
至る過程について検証するとともに、職員一人ひ
とりの災害に対する意識を高めることを目的とし
て実施。

・災害対策本部図上訓練（館林市）

「避難準備・高齢者等避難開始」の発令にス
ポットをあて、避難に時間を要するかたが的確に
避難行動をとれるよう、本市災害対策本部として
適切に避難情報を発令するまでの検討と決定を
行い、その中で抽出される課題の把握を目的と
し実施。

職員参集情報伝達及び災害対策本部会議訓練（桐生市）

災害対策本部図上訓練（館林市）
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■対策事例 【渡良瀬川流域治水プロジェクト：渡良瀬川河川事務所、栃木県、流域市町】

『自治体職員対象の排水ポンプ車運転講習会の実施』

3.被害の軽減、早期復旧・復興のための充実

（3）関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化

①訓練の実施

渡良瀬川流域治水協議会構成員のうち、上記と類似・同様の取組を行っている構成員

－

■対策の概要

・排水計画に基づく排水訓練

災害発生時に、災害対策用機械を迅速に出

動させ操作することで、災害復旧活動を円滑に

実施できるように、排水ポンプ車出動要請の連

絡体制を整備し、災害対策用機械（排水ポンプ

車、照明車等）の操作訓練を実施。

講習会実施状況
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〇詳細バーチャート 渡良瀬川流域治水プロジェクト

短期 中期 中⻑期
対策内容 実施主体 直ちに検討、必要な対策を調整のうえ実施 短期的に検討、必要な対策を調整のうえ実施 継続して検討、必要な対策を調整の上実施

堤防整備、護岸整備、河道掘削等 国・県

橋梁架替（中橋等） 国・県・市

（２）内水氾濫対策 下水道における雨水貯留施設、排水施設の整備 市町

（３）土砂災害対策 砂防堰堤等の整備（いのちとくらしを守る土砂災害対策） 国・県

（４）流水の貯留機能の拡大 利水ダム等６ダムにおける事前放流の実施、体制構築 国・県

開発行為に対する流出抑制の指導 市町

森林の整備、治山対策
森林整備
センター・県

雨水貯留施設の整備（雨水貯留施設、防災調節池等） 市町

２．被害対象を減少させ
るための対策

（１）水災害ハザードエリアにお
ける土地利用・住まい方の工夫

立地適正化計画による水害に強い地域への誘導 市町

(1)土地の水災害リスク情報の
充実

危機管理・避難行動に特化した水位計や監視カメラの設置 国・県

講習会等によるマイ・タイムラインの普及促進 国・県・市町

小中学校における水災害教育の実施 国・県

要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進 国・県・市町

首長も参加したロールプレイング等の実践的な避難訓練
の実施

市町

自治体職員対象の排水ポンプ車運転講習会の実施 国・県・市町

（３）関係者と連携した早期復
旧・復興の体制強化

３．被害の軽減、早期復
旧・復興のための対策

区分

１．氾濫をできるだけ防
ぐ・減らすための対策

（１）洪水氾濫対策

（５）流域の雨水貯留機能の
向上

（２）避難体制等の強化


